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［要 約］ わい性台木‘静カ台１号’及び‘静カ台２号’を‘前川次郎’で利用する

ことで、樹高を低く抑えることができ、植付け４年目からの早期収量が優

れた。 
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［背景・ねらい］ 

カキは、果樹の中でも樹高が高くなる樹種である。このため、カキの省力生産の推進

のためには、低樹高栽培が必要とされる。そこで、わい性で作業性に優れる台木品種の育

成を試みた。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 1989 年に、静岡県農林技術研究所果樹研究センター内の‘前川次郎’ほ場において、

樹がコンパクトで収量性に優れると考えられる個体を選抜し、その台木を茎頂培養に

より増殖・育成した。育成した台木を用い、1997 年に‘前川次郎’を接ぎ木し、

1998 年にほ場に定植した。その後、生育、収量、品質を 10 年間調査し、優良なわい

性台木系統として‘静カ台１号’及び‘静カ台２号’を選抜した。 

２ 樹高は、ヤマガキ台と比較して、11 年生で‘静カ台１号’では 78％に、‘静カ台２

号’では 67％に抑えられる。また、樹容積は‘静カ台１号’では 83％、‘静カ台２

号’では 40％に抑えられる（図１、表１）。 

３ 収量は、ヤマガキ台と比較して、５年生～11 年生までの累積収量が‘静カ台１号’

では 221％、‘静カ台２号’では 161％であり、いずれも早期の収量が多い（表２）。 

４ 果実品質は、‘静カ台１号’ではヤマガキ台と比較して果実重が大きくなった。糖度、

果皮色については、台木による違いは見られない（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 両台木は 2014 年３月６日付けで種苗登録された。現在、普及に向けて台木の増殖方

法や供給体制を検討中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 
 
 
 
 
図１ わい性台木を利用した 14 年生‘前川次郎’の生育状況 

静カ台１号 　257(78)
ｙ

b
x 　285(101) a 15.2 (83) a

静カ台２号   221(67) b 　216(77) b 7.3 (40) b
ヤマガキ台木   328(100) a 　281(100) ab 18.4 (100) a

z　11年生時
y　市販台木を100とした場合の比率
x　同一符号間にはtukeyの多重検定(5％)で有意差なし

台木系統
樹高

（cm）
樹容積

（m3）

樹幅
（cm）

 表１ 台木系統が‘前川次郎’の樹体生育に及ぼす影響ｚ 

 
 
 
 
 
 
 表２ 台木系統が‘前川次郎’の樹あたり収量に及ぼす影響 

静カ台１号 70.3 (221)ｘaw 79.8 (71) b 0.92 (221) b

静カ台２号 51.1 (161) b 41.8 (37) c 1.23 (317) a
ヤマガキ台木 31.8 (100) c 112.6 (100) a 0.29 (100) c

w　同一符号間にはtukeyの多重検定(5％)で有意差なし

z　5年生～11年生までを樹別に累積
y　2007年11月に11年生樹を調査
x　市販台木を100とした場合の比率

台木系統
累積収量/幹断面積

(kg／cm
2
)

累積収量z 幹断面積y

(kg) (cm
2
)

 
 
 

 

 

 

 表３ 台木系統が‘前川次郎’の果実品質に及ぼす影響ｚ 

静カ台１号 291 a
ｘ 17.5 a 51.8 a

静カ台２号 274 b 17.5 a 54.2 a
ヤマガキ台木 277 b 17.7 a 52.4 a

y　色相角度＝((ATAN(b*/a*)/2π)×360°0°=赤紫、90°=黄色　180°=青紫　270°=青

z　
8年生～11年生までの平均値

x　
同一符号間にはtukeyの多重検定(5％)で有意差なし

台木系統
果実重 糖度

果皮色
ｙ

(g) (Brix)
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